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この調査は、（財）神戸都市問題

研究所が主宰する「ソーシャルキャ

ピタル協働政策研究会」が、研究テ

ーマの一環として、シニア世代が中

心になってボランティア活動を通じ

て社会に貢献することを目的とする

グループ わ に注目し、それを構成

する会員の意識を把握するため行わ

れたものです。 

集計内容の分析は、今後同研究所

と わ が連携して行うことになって

いますが、結果は、市の行政施策の

中で、安心・安全な地域社会づく

り、コミュニティーづくりなど人間

関係を中心とする社会関係資本の整

備のためのデータとして活かされる

ことになります。わ としても今後の

運営方針の参考にしますが、とりあ

えずアンケートの集計に現れた特徴

的な傾向の概要をお知らせします。 

まず、わに入会した動機（3つ以

内の回答）については、「シルバー

カレッジ（以下「ＫＳＣ」とい

う。）で学んだことを活かしたいか

ら」が 60.5％、「ＫＳＣのボランテ

ィア活動を継続したいから」が

44.3％、「社会のために役立ちたい

から」が 43.9％となっている。ボラ

ンティア活動については「してい

る」が 81.5％「していない」が

15.4％となっていることがわかっ

た。 

一方、ＫＳＣ入学前のボランティ

ア活動については「していた」が

30.1％「していなかった」が 64.0％

となっている。これらの回答から、

ＫＳＣで学んだことなどで「してい

た」の 30.1％が「している」81.5％

に増加し、逆に「していなかった」の

64.0％が「していない」の 15.4％に減

少していることが分かる。これは「再

び学んで他のために」を実践したＫＳ

Ｃ効果だと思われる。わに関係のない

ボランティア活動についても聞いたと

ころ、47.8％が「している」で「して

いない」のは18.0％となっている。 

 ボランティア活動の頻度について

は、41.6％が「月１～2回」21.3％が

「月３～４回」15.6％が「月 5回以

上」となっている。ボランティア活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

への参加については、80・1％の人が交

通費の実費ないし 1日 2,000円程度の

有償を希望していることが注目され

る。このことは、ボランティア活動の

頻度との関係で参加を左右する要素の

一つになっていると考えられる。 

 現在おこなっているボランティア活

動の満足度については、63.7％が「満

足」14.1％が「多少不満」と答えてい

る。「大いに不満」が0.8％あるのは 

３７ 

ボランティア活動に会員８２％が参加 
会員対象のアンケート調査の中間報告 

理事 - 上田 市夫 
さきごろ実施したグループわ会員のボランティア活動に関するアン

ケート調査については、全会員1,050名のうちの50.5％にあたる531

名の方から回答を頂きました。皆さんのご協力有難うございました。 

気懸かりである。ボランティア活動

で満足を感じるのは（複数回答可）

「相手から感謝されたとき」が

58.0％「充実感が得られたとき」が

43.2％「役立ったと感じたとき」が

28.4％となっている。 

区会が行う地域活動への参加は、

「している」「時々している」を合

わせると45.0％となっている。 

居住地の自治会・婦人会活動、清

掃活動、趣味やサークル活動などの

地域活動には「参加していない」が

31.1％となっている。参加していな

い理由ついては、健康や年齢的なこ

となどいろいろ推測されるが、気に

なる数字である。 

ＫＳＣでの履修コースについて

は、総合芸術コース 29.6％、生活環

境コース 26.5％、福祉文化コース

23.7％、国際交流・協力コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.7％となっている。総合芸術コ

ースの比率が 29.6％と高いのは、専

攻が美工・音文・園芸・食分など趣

味・いきがいに関する活動が関係し

ているのではないかと思われる。 

最後に回答者の年齢について尋ね

たところ、70～74歳が一番多く

33.9％、ついで65～69歳が29.2％、

75～79歳が17.9％、80歳以上がなん

と5.8％もいます。 （次頁に続く) 

グループわに入会した動機はなんですか（主なものに○を してください） 

    件数 全体(%) 

1. シルバーカレッジ（ＫＳＣ）で学んだことを活かしたいから 321 60.5 

2. ＫＳＣのボランティア活動を継続して行いたいから 235 44.3 

3. 友人・同好のグループから入会を誘われたから 73 13.7 

4. 社会のために役に立ちたいと思ったから 233 43.9 

5. わのボランティア活動に共感したから 105 19.8 

6. 技能・趣味を活かしたかったから 124 23.4 

7. その他   29 5.5 

 無回答   9 1.7 

合  計    【複数回答】 1,129 212.6 

お知らせ 

平成１９年度  グループ わ 定期総会 
 日時 ； ５月１５日（火）  場所 ； シルバーカレッジホール 
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(前頁から続く) 会員の年齢構成

は、65歳以上が 86.8％、65歳未満

が 9.1％（無回答 4.1％）となって

おり、グループ わ の社会貢献意欲

の旺盛な高齢者パワーは、頼もしい

存在である。 

 ただ今回の調査で、会員の半数近

くの方がアンケートに参加いただ

けなかったのは、ボランティア目的

で連携する わ としては意外であ

った。意識調査のサンプル数が全体

の 2分の 1というのは、結果的にや

や説得力に欠けるのではないかと

懸念される。 

以上アンケート調査の途中集計を

概観し、取りあえずの中間報告としま

す。 

なお、この調査結果を検討する「ソ

ーシャルキャピタル 協働政策研究

会」のメンバーは、市側から、市民参

画推進局、保健福祉局、都市計画総局、

消防局、区役所（東灘・長田・垂水）

などでそれぞれ地域活力の向上・支援

を担当する課長・主幹、民学産の分野

から、北須磨団地自治会・六甲アイラ

ンドＣＩＴＹ自治会の各代表、神戸大

学ヒューマン・コミュニティー創成研

究センター伊藤教授、津田助教授、企

業代表、ＮＰＯ代表（わ）、アドバイ

ザーとして同志社大学社会学部の立

木教授、柴内助教授、事務局（（財）

神戸都市問題研究所）など多彩な人材

で構成されております。特に行政関係

者は、それぞれがこのアンケートの分

析の行方に「今後の施策のあり方」と

の関係で大きな関心を寄せています。

このアンケートのデータは、各区ごと

に動向を分析する必要があると思っ

ておりますが、結果が纏まるまでには

かなりの時間がかかる見込みです。 

 

今年は神戸市シルバーカレッジ社

会還元センターグループ“わ”が1997

年7月22日に発足して10周年を迎え

る年であります。またＮＰＯ法人格を

取得して3年目になり、神戸市役所は

じめ各団体における認知度も徐々に

盛り上がりつつあります。 

このことはひとえに会員の皆様方

一人ひとりの活躍が結晶したもので

あり、今後とも継続していくことが大

切なことと考えておりますので会員

各位のさらなるご協力をお願い申し

上げます。 

昨年５月 納前理事長からバトンを

受けて“活力あるグループ わ”を目

指して運営してまいりましたが、この

ようなテーマは一朝一夕になるもの

ではありません。しかし徐々にではあ

りますが前進していると自負してお

ります。 

昨年の総会以降の主な行事等と今

後の予定について述べてみます。 

◆こうべ環境未来館 
同未来館の管理運営の委託業務は

環境局職員のご指導と会員担当者の

協力を得て、継続して実施しており、

本年３月で契約が完了します。今後は

新たに公募に応募して引き続いて受

託できるように努力する所存でおり

ます。 

◆神戸市こども家庭センター 
同センターから受託しております

児童虐待夜間休日相談ダイヤルは２

年目に入り、センター職員皆様のご指

導と会員担当者の協力を得て継続し

て行っております。 

◆ローグバレー平和合唱団 
合唱団の歓迎交流会が昨年８月、神

戸市シルバーカレッジホールで開催

され、現役の国際交流･協力コースの

学生と国際部会並びに環境部会の会

員の協力を得て行われました。 

◆のじぎく兵庫国体並びに 

のじぎく兵庫大会 
昨年 10月、総合運動公園前のふれ

あい広場で開催され、わ からも延べ

約200名の方がボランティアに参加さ

れ、盛会裡に終了することができまし

た。 

◆シルバーカレッジ 

11期３年生への新規加入 
グループ わ 及び同窓会の説明会

が、一昨年からシルバーカレッジ事務

局のご好意により行なわれており、昨

年12月12日(火)に、３年生の授業の

中で実施しました。本年２月に入会手

続きをしていただく予定をしていま

す。 

因みに昨年の10期生の方は、12月

末現在194名の方が入会しておられま

す。 

◆第２回各区対抗ふれあい 

グラウンドゴルフ大会 
今後の予定ですが、４月 10日(火)

に開催する予定にしていますので、全

区会から代表選手が参加していただ

いて、大いに盛り上がって技を競って

いただきたい。 

◆本年度の定期総会 
５月 15日(火)を予定していますの

で、会員の皆様におかれましては万障

お繰り合わせの上ご出席くださいま

すようよろしくお願いします。 

終わりにあたり、人との関わり、す

なわち心と心のつながりを求めて活

動を拡げて行きたいと考えておりま

す。会員の皆様をはじめご家族の方が

この一年間健康ですこやかにお過ご

しになられることをお祈りしていま

す。 

      ◆ 

８０～８4歳.

6% ６０～６4歳.

9%

７５～79歳.

19%

６５～69歳

30%

７０～７4歳.

36%

回答者の年齢層調べ ２００７年 の 年頭に想う 
活力あるグループ わ を目指して徐々に前進 

理事長 郷 肥三 

グループ わ の会員の皆様並びにご家族の皆様に

おかれましては、新しい年をつつがなくお迎えのこと

と謹んでお喜び申し上げます。 

日頃はグループ わ のために活動と共に運営には

ご理解とご協力を賜り、役員を代表し深く感謝いたし

ております。 
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１.記念イベント・ 

パフォーマンス 
(１)実施時期  平成１９年９月１日 

（土）９：３０～１５：００ 

(２)会場 神戸市シルバーカレッジ 

カレッジホール（メイン会場）                    

(３)開催内容 

  式典前アトラクション 

（９：３０～） 

 箏友会、ＫＳＣ男声合唱団出演 

 

第１部 記念式典  
（１０：００～１０：４０) 

∘来賓、わ 歴代代表（委員長・理事 

長紹介） 

∘実行委員長挨拶 

∘来賓代表挨拶 

∘ボランティア活動体験発表 

（環境未来館） 

∘標語入選者表彰 

∘記念演奏（テノール） 

∘神戸市シルバーカレッジ校歌斉唱 

 

第２部 パフォーマンス 
（１０：５０～１２：３０) 

∘ わ 所属全ボランティアグループ

（64グループ）紹介パレード(司会 

 者の紹介に従い順次各グループ

がプラカードを掲げステージに

登場） 

∘コーロＫＳＣ，ハワイアンなど 

５組出演。 

昼食 （１２：３０～１３：３０） 

∘事前予約制の弁当（お茶付）を準

備し、ふれあいホールや食堂等で

適宜昼食。（弁当引き換え券配布。

わの会員は無料、非会員は有料。） 

第３部  ＫＳＣ卒業生（在校生 

含む）相互交流会 
（１３：３０～１５：００） 

∘各教室を開放して、同期会、コー 

ス交流会など相互の交流･懇談会を 

実施する。（各教室の使用は事前予

約制とし、多数の時は抽選で決定） 

 

２．地域交流事業 
(１)実施日時 平成１９年９月２日 

（日）１０：００～１５：００ 

(２)場所 しあわせの村 芝生広場 

(３)実施内容 

∘しあわせの村本部（こうべ市民福 

祉振興協会）と共催で次のイベン

トを実施し、市民との交流を推進

する。（①～③は2部制とする。） 

①自然あそび（里山探検、ビオトー

プ探検、野鳥観察） 

 ②昔あそび 

 ③木工工作 

 ④ニュースポーツ（スカイクロス、

ローンボール） 

 ⑤車椅子体験 

 

３．展示パフォーマンス 

（１）実施時期 平成19年 9月 1日

(土)～14日(金) 

（２）場所 神戸市シルバーカレッジ 

ふれあいホール 

（３）展示内容  

① わ10年の沿革史（写真、絵など）

のパネル展示 

 ② わ各組織の活動実態パネル展示 

 ③関与先施設入所者の作品展（絵、

書、陶芸） 

 

４．１０周年記念誌の 

編集と発行 
(１) 誌名 （仮称）「10年を顧みて」 

(２) 構成  

①巻頭 神戸市長 矢田 立郎氏 

KSC学長 今井 鎮雄氏 

こうべ市民福祉振興協会々長   

新野 幸次郎氏 

神戸ワイン常務取締役(元 

KSC総務課長)渡辺 由和氏 

の4氏のメッセージ 

 ②回顧編 わ 歴代委員長･理事長 

（７名）の思い出、部会・地区会

の活動記録など 

 ③展望編 関与先団体からの寄稿、

会員縦断座談会など 

 ④年表･資料編  

(３）頁数･部数 A4版、カラー刷り 

約60頁、部数2000部、１９年９月

発行。 

(４）配布方法 来賓および当日来場

の会員はその場で手渡し。それ以外

は 10月号の情報ぎゃらりー郵送便

に同封。 

 

５．標語の募集・ 

入選作品表彰 
 ∘グループ わ の活動方針となる標

語を広く会員から募集し、最優秀

作品を今後のわの活動スロ-ガン

とする。 

(1）募集期間 平成１９年２月～５月

(2）応募要領  別途連絡。 

(3）表彰 最優秀作品（1点）、優秀作

品（2点）を記念式典で表彰。

10周年記念事業実施計画決まる！ 
記念式典、アトラクション、地域交流など盛り沢山 

理事 - 加藤 勇治 

10年のあゆみを辿りながら一人でも多くの方に わ の現状を理解

いただき、今後の更なる飛躍を期す「全員参加型の記念事業」を目指

しています。皆様の絶大なご支援とご協力をお願いします。 

写真募集と提供のお願い 
わ １０周年記念誌に掲載 

 グループ わ の創立１０周年を記

念して、本年９月に１０周年記念誌を

発刊します。つきましては表紙を飾る

写真の募集と、創立当時から２,３年

間の写真の提供をお願いします。 

＜表紙の写真＞ 

 グループ わ の記念誌の表紙にふ

さわしい写真を募集します。題材、テ

ーマは問いません。応募多数の場合は

審査のうえ決定します。 

＜年表に使う写真＞ 

 震災当時からの記録写真が不足し

ています。お手持ちの活動写真があり

ましたら提供願います。お送りいただ

いた写真は必ずお返しすると共に、提

供者名を掲載します。 

◆締切り 平成１９年４月末 

◆送り先 グループわ事務局気付 

     １０周年記念誌部会宛 

メールによる送付もＯＫです。 

（group-wa@wa-net.jp） 
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長坂小学校（西区） 
今回はじめて長坂小学校で 12月６

日（水）６年生176名を対象に、日本

伝統文化講座を開きました。この日の

講座は茶道、いけばな、三味線、詩吟、

大正琴の５科目で、児童数が多いので

１０クラス、しかも２時限と３時限に

分けて行ないました。 

 後校長先生も大変な熱の入れよう

で、各教室の授業風景を見てまわり

「こんなに熱心に聴いている児童た

ちは初めて」と驚いておられました。

大正琴で童謡を演奏したり、抹茶茶碗

でお茶をたてたり、お花を生けたり

と、すべてが始めての経験で興味津々

でした。 

それぞれの講座の代表から感想をお

聞きしました。 

素晴らしい音感に驚き 
国５- 学 浅野 禮子 

 児童たちの旺盛な好奇心と、素晴ら

しい音感にびっくりです。５台の大正

琴で五班に分かれ「赤とんぼ」「ふる

さと」の２曲を練習、飲み込みの早さ

と音楽に対しての感覚が非常に高い

事にも感心しました。普段の授業もこ

んなに熱心にしてくれればと、担任の

先生が仰っていました。 

 各グループ毎にお互いに助け合い、

その成果を残り 15分で全員参加の発

表会をして、大喝采の中終了しまし

た。帰り際に「大正琴を買いたい」「ク

リスマスのプレゼントでほしい」など

の感想を頂きとても嬉しかった。こど

もたちの学習支援に2年も参加できた

部員一同感謝しています。 

育て・繋げよう日本文化 
福11- 学 小畑 章 

 今年は、昨年の実践経験から時間配

分を工夫して、実際に発声する時間を

多くとりました。６年生でも読みやす

いように漢字にふり仮名をつけたり、

易しい言葉で解説するなど工夫しま

した。今年は漢詩：朱熹作「偶成」を

題材としましたが、小学校ではまだ漢

詩は習っておらず、俳句と短歌を履修

しているとのことなので、今後は親し

みやすい俳句を題材にしようと思っ

ています。 

 今回の講座で児童たちが 10年後か

20年後に、詩吟に触れた時に、想い出

して貰えれば十分だと思っています。

詩吟だけでなく、今回参画した伝統文

化の科目を含めて、児童たちへの種ま

きになれば、大変喜ばしい事だと思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
茶道に親近感を持たせた 

生６- 学 比津 和夫 

 今回の一連の小学校での茶道の指

導では、時間が十分にあったので、児

童に茶道具に触れさせたことや、説明

が的確に出来て、茶道に親近感を持た

せることが出来きました。また実地体

験をしたことの意味が大きく、事後の

感想文でも、初体験の喜びが伝わって

きました。 

 ただ茶道具の準備が大変で、部員は

朝早くから学校に来て道具を並べた

り、掛け軸や花を飾り、湯を沸かした

りで授業開始に間に合わせました。ま

た数日前からマイカーで各所から集

めた茶道具を預かって頂いたり、終了

後も借りた所に返しに行くなどお世

話をかけました。今後の検討課題とな

りました。 

三味線音楽に親しみを 
       音１- 学 亀田 俊彦 

 驚いた事に集まった子どもたちが、

三味線に触れたことがない、身近で音

も聞いた事がないとの返事でした。こ 

のように和楽器の存在が忘れ去られ

ていることに残念な思いをしました。

簡単な説明のあと、現在使われている

三種類の三味線と、今の三味線の元と

なったとされる沖縄の蛇皮線の音色

を聴き比べてもらいました。初めて耳

にする三味線音楽に、親しみを覚える

気配が見受けられました。みんなに三

味線を手にしてもらい、すぐに簡単な

曲でも弾けることは出来ませんが、そ

れぞれが楽しそうに音を出している

光景に接して、この度の集いが本当に

良かったなと思いました。 

 最後に三味線の伴奏で「大きな古時

計」「ドレミの歌」を歌って楽しい有

意義な一時を過ごす事が出来ました。 

いつの日か華道に興味を 
    国１１- 学 福井 恵子 

 今回は所要があって参加する事が

出来ませんでしたが、受講の児童全員

から立派な体験感想文や、お礼のこと

ばをいただいて感激しています。いく

つかを拾ってみますと「ユニークな日

本文化・歴史があること」「明治時代

までほとんど男性だったこと」などが

知る事が出来て面白かった。 

 また「剣山に花を挿すことが難しか

った事」「花は挿す角度によって表情

が色々違うことを発見した」「いけば

なを学校内に飾って嬉しかったこと」

など。 

 私たちも今回の体験を通して、児童

の皆さんがいつの日か華道に興味を

持って、普段の生活に活かしてほしい

と思っています。これからもこうした

教室を続けていただきたいと願って

います。  

花谷小学校（須磨区） 
 今年も 11月 15,17日の２日間、６

年生を対象に伝統文化講座を開きま

した。昨年のいけばな、大正琴、詩吟

に加えて水墨画、茶道の講座で、児童

たちは熱心に指導を受けていました。 

個性豊かな水墨画が 
      遊墨会 － 詫摩 章子 

 花谷小学校の6年生の皆さんに、こ

の度初めての経験で、水墨画を教える

ことになりました。大きな“カニ”を

画面いっぱいに書いてもらいました。

みんなはじめての経験で、思い思いの

個性豊かな絵を書いていました。水墨

画の濃、淡、潤、掠の良さが判ってく

れたら幸いです。  (次頁に続く) 

 

子どもたちの学習支援活動 

子どもたちと共に勉強、その喜び 

理事 － 中沢 保夫 

 「日本の伝統文化を知ろう」「戦争と人々の暮らしは」今年も３つの

小学校からの要請で“おじいちゃん、おばあちゃん先生”は大活躍で

した。熱心に聞き入る児童たちの姿に、喜びと感動の連続でした。 

 
抹茶々碗を前に作法を教わる児童たち 
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(前頁から続く) 

茶の湯の作法を伝授 
生６- 学 比津 和夫 

 45分間で15人ずつの児童に茶の湯

の作法を教えました。最初に「お茶の

歴史」の文を読んだあと、薄茶平点前

を披露しました。児童を、お茶を点て

る組、運ぶ組、飲む組の3組に分けて、

茶道部員が実技指導しました。 

 生まれて初めて抹茶々碗や茶せん

を持った児童たちは戸惑った様子で

したが、部員たちの熱心な指導で、す

っかり扱いになれ「とても楽しかっ

た」と感想を漏らしていました。しか

し 45分間でこれだけの指導をするに

は時間不足で、茶の湯に大切な「間」

が保てなかったのは心残りでした。 

なぎさ小学校（中央区） 

今年も中央区のなぎさ小学校から

の要請で、11月20日（月）戦争体験

を聞く会が開かれました。グループ 

わ 学習支援グループから５人が、６

年生７０人に戦争の悲惨さを語って

聞かせました。 

家屋の強制立ち退きから学童疎開、

神戸大空襲と自らの体験談を話した

り、フラダンスを披露してハワイの人

達が戦争による悲しみを踊りで表現

する様子を説明しました。 

以下は三校の６年生全児童から届

いたお礼の作文です。その一部を紹介

します。 

長坂小学校 

★私は初めて花をいけました。いける

ところがわからず困っている時、講師

の方が教えてくださったので、うまく

いける事ができました。私の家はたた

みの部屋がないけど、家に花をいけた

いです。（車谷もゆ） 

★詩吟の声がすごく大きいのにびっ

くりしました。高い声が出なくてとま 

どったけど何とか出せてよかったで

す。ずっと同じ声を出すとすごくいき

くるしくてしんどかったです。詩吟を

している人はたいへんでしんどいと

思います。（宮内嵩熙） 

★大正琴は音譜じゃなくて番号なの

でちょっとむつかしかったです。けん

ばんとげんとを、いっしょに押した

り、はじいたり、なんだかこんらんし

そうになりました。琴の歴史は勉強に

なりました。（川合里奈） 

 

障害児教育の支援活動に参加を 
福住小学校の松本容子校長が訴え  国５-文 神林 幹夫 

 本年度第３回「子どもたちの学習支援活動」登録者の集いが、12月５日

シルバーカレッジ学習室で開かれました。今回は研修とグループディスカッ

ションが主な行事でしたが、神戸市立福住小学校校長の松本容子先生の「障

害者教育について」と題する講演が我々に多大の示唆を与えてくれました。 

 そのうちの一つ、神戸市内には所謂ひまわり教室などを除いても通常の教

室に特別支援を要する児童が、多くの学校に多数いるといいます。 

 一方で支援するボランティアは県下大学生の協力を得ても、まだまだ手薄

で充分に手が回っていない状況下にあるそうです。グループ わ でも要請の

あった１５校のうち現在のところ１０校についてしか支援できていません。 

 新学年には要請は更に増えるものと予想されます。松本先生も強調されて

いましたが「それぞれ個性に合ったやり方で、これらの子供に関わって上げ

てほしい。自然体で学校に来て下さることがとても有難いです」わ の皆さ

ん特に技能や資格が要るわけでありません。 

是非、支援活動に参加しませんか。何時でも本部にご連絡頂けると幸甚です。 

平成１９年度第１回学習支援活動登録者の集い開催のご案内 
日  時 ； 平成１９年４月１７日（火）  13;30 ～ 15;30 

場  所 ； 神戸市立シルバーカレッジ２Ｆ 学習室１～２  

主な議題 ； （１）平成１９年度の活動の進め方について 

        まだ登録されていない方の出席歓迎 

花谷小学校 

★ぼくは絵を描くのが下手で、しかも
習字も苦手ではっきりいってやりた

くなかった。初めての水墨画は自分な

りに上手く書くことができました。ま

たこのような機会があれば楽しみま

す。（八木祐也） 

★華道を教えていただきありがとう。

私はあの日から花を見るたび華道の

ことが忘れられません。花はただいけ

るのでなく、よく考えていけることが

わかりました。（松井桃華） 

★これまで詩吟というものを聞いた

ことがなく「おもしろいのかな?」と

いう気持ちでした。でも体験してみて

すがすがしくなり、親しみを持つこと

ができました。いい経験が出来まし

た。もっと皆様と歌いたかったです。

（飯田瑞穂） 

なぎさ小学校 

★今日のお話でぜったいに戦争はし

たらダメだと改めて思いました。今は

ご飯もお腹いっぱい食べられるし戦

争の事をもっと知ってほしいと思い

ます。つらい時には今日のことを思い

出してがんばります。（吉田裕美） 

★戦争の話を聞いて思ったことがあ

ります。一っ目は戦争をするとたくさ

んの人や町がなくなる。二っ目は戦争

が終わっても心の痛みは残っている。

三っ目は二度とこのような事は起こ

らないでほしい。（内海雄太） 

★テレビや教科書で戦争のことは知

っていましたが、神戸であんな悲惨な

ことが起きていたことは知りません

でした。生のお話しだったので、本当

に戦争がいけないという事がすごく

伝わりました。（バッティー亜夢斗） 

松本校長（左から 3 人目）を交えて熱心にグループディスカッション 
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秋の自然を楽しもう 
第 11回エコスクール「秋の自然体

験会～ビオトープにドングリを植え

よう～」は昨年11月18日(土)こうべ

環境未来館で、親子３３名が参加して

行われました。 

最初に秋の草花の写真をパワーポ

イントで説明したあと、参加者は６班

に分かれて、押部谷町木津の山林まで

約２kmほどを３０分かけて、途中の農

地周りの野草や樹木を観察しながら

歩きました。 

 曇り空で少し肌寒さを感じる天候

でしたが、山林ではまだ木になってい

るドングリを揺さぶって落したり、落

ちたものを拾ったり。帰り道、竹薮を

観察しながら約１時間３０分すごし

ました。 

午後は、家族毎に午前中採取してき

たドングリを主な材料として使い、ス

タッフが準備した補助材料と組み合

わせ、自由な発想でいろいろな作品を

作りました。 

こどもが自分自身で作ったり、家

族と合作で作ったり、数々の作品は

約１時間で出来上がり、会場の参加

者全員に披露しました。 

 最後にビオトープ周辺に家族毎に

穴を掘って肥料を入れ、１年生のドン

グリの 苗木を植えました。苗木の横

に自分の名前を書いた杭を立てて、作

業を終了しました。参加者には毎年自

分達の植えた苗木の成長を観察しに

来てくれるよう呼びかけました。 

参加者の感想は「自然を大切にしなけ

ればと思いました」「結構、身近な所

に色々な野草があることが判った」な

ど大半の人達が日ごろ知らなかった

身近な自然に目を向け、自然を大切に

思ってくれたことが判りました。 

ケナフでカード作り 
 平成18年12月16日（土）10時か

ら 15時まで、こうべ環境未来館のエ

コスクール 「地球温暖化防止の学習

会～ケナフから学ぼう地球温暖化～」

がスタッフを含む４７名の 参加で実

施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケナフという植物は成長が早く、そ

れだけに二酸化炭素の吸収も多いと

いう観点から、紙すきなどの 環境教

育題材としてよく活用されています。

また、牛乳パックもトイレットペーパ

ーなどに リサイクルされるなど、良

質のパルプとして活用されています。 

 これらの材料を使って紙すきを行 

い、自分だけのオリジナルクリスマス 

カードを作ることで、植物が地球温暖

化防止に役立っていることや、ごみを

減らし資源をリサイクルすることも

温暖化防止につながることに気づき、

様々な環境問題を考え、また、紙すき

の体験を通してものづくりにも興味

を持ってもらうことを目的とした企

画でした。 

 最初に１２月が地球温暖化防止月

間であることや、２０４０年に北極の

氷が溶けて無くなると言われている

が、そうならないためにどうしたらよ

いのかを提起した後、映像を使って

「ケナフ」がなぜ地球温暖化防止に役

立って いるか、二酸化炭素が増える

と地球はどうなるのかなどの話を聞

きました。 

 その後、参加者は４つの班ごとに自

己紹介をし、スタッフの指導のもと 

紙すきに挑戦し、皆さんそれぞれのア

イデアで模様入りのカードを１人２

枚ずつ作成しました。 参加者もスタ

ッフも出来立ての濡れたカードをア

イロンで乾かす作業に汗を流し、 昼

からのクリスマスカード作りに備え

ました。 

 昼休みの間、子どもも大人も、この

冬に水を抜き、新しく水を入れなおす

予定の ビオトープに残っているメダ

カや、ヤゴの救出作戦に参加し、生き

物の観察など自然に 触れる野外活動

も楽しみました。 

午後からは、アイロ

ンで乾かしたカード

に素晴らしい絵や文

字を書いて、 夫々の

「オリジナルクリス

マスカード」を作成し

ました。 

 完成後は、テーブル

ごとに作品を紹介し

た後、ＯＨＣを使って

「こんな作品が 出来 

ました。誰々さんに差し上げます」と

披露して楽しくエコスクールを終え

ました。 

 参加した親子は「はがきを作ったの

が楽しかった。これからごみの分別や

電気の消し忘れに気をつけます」「初

めて紙すきをしましたが大変楽しか

ったです。牛乳パックだけとはまた違

った手触りで素敵でした」と感想を話

していました。 

       こうべ環境未来館エコスクール 

 
ドングリ、ケナフから学ぼう地球温暖化 生３- 環 中島 洋吉 

 

 

 
ドングリの実を探して親子たちは あちらへ こちらへ 

ケナフの紙作りで原料をミキサーに入れる子どもたち 
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国際親子ハイクを楽しむ 
   国８－国 佐伯 義昭 

グループ わ 国際部会が(財)長寿

社会開発センターの助成を得て、昨年

11月18日（土）外国人と日本人親子

のハイキングを通じて交流会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しました。 

この日、地下鉄県庁前駅9：30集合、

ハイキングのメッカと言われている

修法ヶ原・市ヶ原方面へ出発した。最

初、参加申込者 35人のハイキングを

予定していたが、当日キャンセルが多

く 12名となった。マリスト国際学校

から3名の先生、中央区在住の留学生、

西区在住の教育システム研究者の外

国人計５名に対し、日本人親子は７

名、それに わ 本部・国際部会 18名

の交流ハイキングとなりました。 

当日は薄曇りで雨の心配もなく、時

折陽が射すハイキング日和で、主催者

としては先ずひと安心。諏訪山公園で

準備体操の後、最初の関門である諏訪

山神社の急坂、幼児には少しきつかっ

たようでした。 

途中、林間コースから眺められる神

戸の海，浮かぶ船，高層ビル等の景観

に外国人親子などはワンダフルと楽

しんでいた。大師道､狸々池､大龍寺を

経て、正午過ぎ修法ヶ原に到着した。

「楽しいランチタイムです」の声

に、先発隊の食事班による心のこもっ

た食べ物が提供された。ビュッフェス

タイルでオープンサンド、コンスー

プ、ゆで卵、おにぎり、りんご、バナ

ナ､みかんなど大変なご馳走だった。 

食後はゲームを楽しむ。二人が背中

を合わせて手を組むヒッツキ虫ゲー

ムや、国際部会の会員から提供された

品々をジャンケンで勝った者から取

っていく勝ち抜きゲーム。最後はチー

ム全員が一枚の新聞紙の上に立ち、ク

イズに解答できなければ新聞紙を半

分に折って、はみ出ると負けになるゲ

ームで、互いに抱合い、肩車で人間２ 

 

 
外国人親子を交え、みんな揃って記念撮影 

階建てなどスキンシップを通じた国

際・親子交流に楽しいひと時を過ごし

ました。 

午後2時には修法ヶ原を出発、神戸

で最も美しい紅葉道といわれるコー

スを経て市ヶ原と改修の終わった布

引貯水池まで下山した。何とも美しい

景色に外国人は感嘆していた。 

参加者を代表してマリスト国際学

校Ｒudy Ｍaharaj校長から「学校の子

供達が今日なぜキャンセルしたかわ

からないが、私たちは大変楽しい一日

を過ごさせてもらったことに感謝申

上げたい」との謝辞を頂いた。皆さん

との別れを惜しむように小雨がポ 

ツポツ…。日本人の少女がアメリカの

Ａndrea Ｔewsさんとすっかりうちと

けて仲良くなり、このまま別れるのが

寂しいと涙を浮かべていたのは印象

的でした。 

◆ 

季節の草花 ⑦     

コ オ ニ タ ビ ラ コ 
生８－文 久保 知彦 

セリ、ナズナ、ゴギョウ（ハハコグ

サ）ハコベラ（ハコベ）、ホトケノザ、

スズナ（カブ）スズシロ（ダイコン）

を春の七草とするのが一般的だが、こ

れには異説がありハコベラを入れず

に、タビラコ、ホトケノザとするのも

ある。すると、このホトケノザは何だ

ろうかとの疑問がでてくる。 

 このホトケノザだが、シソ科で春に

赤紫の花をつけるものがあり、これは

食用にはならない。春の七草にでてく

るホトケノザは、キク科のコオニタビ

ラコのロゼット葉を指している。牧野

富太郎氏がこのコオニタビラコをホ

トケノザに当てたことから一般的に

なったらしい。 

 コオニタビラコは春耕前の水田や

あぜ道に生える越年草で、タンポポに

似るものの花の咲いたあとに白いわ

た毛ができない。地面に張り付いたよ

うな葉の上に花がついている様子か

らホトケノザという名前がついたの

だろう。タビラコとは｢田開く｣が訛っ

たものとか｢田平子｣だとか、さまざま

だ。 
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須磨区友が丘にある神戸大学医学

部の看護学専攻の３回生を対象にし

た「老人アセスメント演習」が昨年夏

に行なわれました。私たち須磨区会の

メンバー６名が老人役として参加す

る機会を得た。この活動は須磨区会が

６年間続けている奉仕活動です。 

 担当教授から今回の授業のねらい

として、老人世代の生活体験や交流に

乏しい学生に、この体験学習を医療人

としての望ましい態度を涵養に役立

てるよう指示がありました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の実績からこの演習を重要な

柱と位置づけています。具体的には、

個々のボランティアのありのままの

日常生活の様子、現在の心身状態、ま

た老化を自覚する身体的な変化等に

ついて、学生たちとの会話を通して感

想や意見を率直に伝えてほしいとの

ことです。対話時間は一人３０分と決

められていたのですが、私は予定時間

をオーバーして、予備時間まで使い切

る羽目になりました。 

 初日は定刻３０分前であったが、校

舎入り口にはすでに学生たちが待ち

構えていて笑顔で出迎えてくれた。私

は２日間で５名の学生を担当した。彼

らの出身地が長野、京都、奈良と県外

からの学生が多いのに驚きました。 

 多少の違いは見られるものの５名

すべてに共通していえる事は言葉使

い、態度も礼儀正しく真剣さが伺え

た。加えて自分が目指す職業の担うべ

き使命をしっかりと見据えた言動に 

時期でもあったので、在学中からのボ

ランティアがごく自然に続ける事が

できています。 

お蔭で会員皆んなが仲よく、横の連

絡もスムースになり、ボランティアの

要請に協力していただいています。お

互いに加齢が進み、今後は遠い親戚よ

り近い友人ではないか？との話が出

ていました。 

ちょうどその頃に前区会長、竹田昭

一氏より、グループ わ でも会員相互

扶助を計画しており、各区会でも協力

してほしいとの要請があつたとの報

告がありました。さっそく 66名の会

員からアンケートを行い、実施に向け

ての意見の集約をしました。 

紆余曲折を経ながら二度目のアン

ケートで 50名から何らかの支援活動

をしても良いとの回答を得ました。昨

年末に漸く、電話・FAX・メールによ

る｢会員相互扶助ネットワーク連絡

簿｣を作成、会員夫々が自分の能力に

応じて出来ることを登録してもらい

ました。 

折りしも、この完成の少し前に引越

しをされた会員が居られ、近くの会員

に直接に依頼を受けて、引越しのお手

伝いをされたという相互扶助第1号が

実現しました。それはお互いの親睦が

なされた結果だと思います。 

また会員相互扶助については退会

された人にも連絡表を配布し、いつで

も利用を呼びかけています。先日退会

された人からお悩みのお電話があり、

弁護士の紹介依頼を受けました。区役

所に相談の日を尋ねてみてはと、お話

のみ聞いてあげました。 

いまは、未だ元気だから外部からの

依頼に応じてボランティアができる

としても、何時、助けて！と悲鳴を上

げる立場にならないとも限りません。

お互い助け合ってゆきたいとの会員

各位の気持ちが通じたのではないで

しょうか。せっかく縁があって、同じ

兵庫区に住んで居る者同士がこれを

有意義に利用して欲しいと思う次第

です。 

◆ 

明けましておめでとうございます。

兵庫区会でも、西区会に引き続いて昨

年末から会員相互扶助ネットワーク

をスタートさせました。本年はグルー

プ わ にとりましても 10周年を迎え

るわけですが、同じく兵庫パンジーの

会も1期生の先輩が設立されてから早

くも10年を迎えます。 

カレッジを卒業してから兵庫区に

住む者が親睦を深めながら、たまたま

大震災を在学中に経験したこともあ

り、建学の精神である｢再び学んで他 

のために」に丁度はまったとも言える

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しばしば接し、感動すら覚えたことを

忘れる事はできません。 

昨今の医療、看護保険制度の改悪の

ひどさには、強い怒りと憤りを感じる

のですが、今度の演習に参加して、看

護の現場には命を託すに十分な若者

が育っている姿に触れ、一途の光明を

見た思いです。これまで胸のうちにあ

ったモヤモヤした気分を吹っ飛ばし

てくれるエネルギーとなり、何よりの

成果でありました。 

 これまでは医療問題にふれる場合、

常に患者側に足をおいた価値判断が

多く見られました。これからは医療現

場での仕組み、環境の変化に注意深く

関心を持ち続け、彼等の職場環境を守

ることが何より肝要であります。今回

の体験で「気力と勇気」を合わせても

らう結果となり喜びを感じています。

 最後に関係者の皆様に、感謝の気持

ちをこめて「ありがとう」の言葉を贈

ります。 

 

気力と勇気をもらった 
看護ボランティアに参加して 

     福６-須 佐々 信義 

 
老人アセスメントに参加した看護学専攻の学生さんと須磨区会の会員 

          

兵庫区会も会員相互扶助をスタート 
早速、引越しのお手伝い第 1 号も 音２-兵 宮城 智子 
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福田川のクリーン作戦 
生９－垂 竹中 任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この活動は垂水区の主要な川であ

る福田川の良好な生態系の確保のた

め、川沿いの道路の美化活動を目的と

して、垂水会が呼びかけ平成１６年４

月から継続している環境ボランティ

アです。現在登録人員は３３名です

が、作業日は常時７～１０名の方が参

加され、活気のあるグループです。 

毎月１回（第２木曜日）で、雨天の

場合は次週に作業を行います。作業区

間は、東名谷のあじさい公園から川沿

い道路（両サイド）を北へ約２Ｋｍ程

の神和台宮前橋付近まで、ゴミ清掃と

収集で水環境の保全に努めています。 

“継続は力なり”とよく言ったもの

で、最近は散歩される方から「お陰で

気持ちよく散歩することができます」

と感謝の言葉を聴くようになりまし

た。川の水質も良くなっているのか、

鯉や小魚や鷺などの姿を見ることが

出来るようになり自然のやさしさを

味わうことができます。これからもこ

の活動を継続して、川沿い道路の美化

と水質保全に努めていきます。 

“川沿いの 歩むみちの端 

蝋梅の 花開きゐて 

足のとどまる” 

グラウンドゴルフ大会のご案内 
 （シルバーカレッジ垂水会と共催） 

１日時：３月１２日(月)9:00～12:00 

２場所：垂水健康公園  

３会費：２００円  

４雨天中止：ＮＨＫＴＶAM６；５５ 

の天気予報降水確率30%以上 

５ステック、ボールは無料貸出し。 

同封のハガキに出欠を２月10日 

までにお知らせ下さい。 

問合せ先 下本 護 TEL753-2433 

 

 

 

伊川の大クリーン作戦 
生９- 西 西田 圭一

西区伊川谷地区を流れる伊川のゴ

ミを拾い、川をみんなの手で美しく保

ちましょうという活動が、昨年１２月

３日（日）午前９時から開催されまし

た。地域住民の人々約700名が参加さ

れました。 

私たちのグループはシルバーカレ

ッジ生活環境コースの9期生、グルー

プ学習で「ふるさとの川…伊川」の水

辺調査をした伊川自然探検隊のメン

バーと、西区在住の会員です。在学中

より現在まで毎年、このクリーン作戦

に参加しています。一昨年より在校生

の地域交流会のメンバーにも参加を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼びかけ、昨年もグループあじさいの 

メンバー2名の参加を頂きました。 

現在、西区会の活動としては報告し

ていませんが、今後は西区会の活動と

して会員にも参加を呼びかけると共

に、在校生の地域交流会の皆様の協力

を得て、グループ わ の地域に密着し

た活動として、継続していきたいと思

っています。 

 
福田川クリーン作戦の活動メンバーたち 

 

伊川の清掃をする探検隊のメンバー 

 

 

震災の街に銭太鼓の音 
在宅福祉センターは興奮の渦 

      美８- 長 松本 治司 
いまも力強い復興のつち音が響く

JR新長田駅の南の在宅福祉センター

で、震災記念日を２日後に控えた１月

１５日銭太鼓の銭の音が「ドンドン」

「シャンシャン」と威勢の良いかけ声

と共に響き渡った。阪神淡路大震災で

瓦礫と化した街並みが残る一角に在

宅福祉センタ―がある。 

朝早くから家族の車や施設のバス

で利用者が続々と集まり１０時頃に

は満室になる。午後１時ごろ私達は施

設を訪れた。法被にねじり鉢巻きの派

手な衣装で銭太鼓同好会の皆さんが

カーテンの陰から現れるとウワーと

言う声と共に皆さんの表情は一変し

た。「浪花節だよ人生は」の曲に合せ

て踊りが始まった。 

銭太鼓の銭の音、床を力強く叩く響

き、皆さんは驚いたように椅子から身

を乗り出す。２曲目の「花笠音頭」が

終わったときにリーダーの小島勝敏

さんが「皆さん一緒に踊りましょう」

と呼びかける。 

遠慮していた皆さんも小島さんの

巧みな話術に乗せられて、一人・二人

と舞台に上がった。そして施設の職員

たちも一緒になって、秋田大黒舞を踊

った。河内おとこ節の時には全員の合

唱となって部屋中が盛り上がった。 

小島さんの終わりの挨拶の途中、拍

手が鳴りやまず、アンコールで皆さん

と一緒に歌い踊った。私の横に座った

おばあちゃんの「楽しかったです」と

言う声に胸が詰まった。「私は年女な

んです。震災の時も亥の年でした」と

話してくれた。 

あの日から１２年が過ぎた。銭太鼓

の皆さん有り難うございました。今後

のご活躍をお祈り致します。 

車椅子の老人も銭太鼓の音に合わせて手拍子の大喝采 
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 新年の恒例行事である車椅子によ

る初詣ボランティアは、ことし同じ日

に 2カ所の特養からの要請がありま

した。中央区会だけでは応じきれない

ので、福祉部会の応援を得て無事、湊

川神社の初詣をすませました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子介助による初詣の要請があ

ったのは、ケアポート神戸から3名、

真愛ホームから10名です。出来る限

り中央区会で要望に応えようと、ボラ

ンティアを募り、10名の方が応じ 

       てくれました。それで 

も 3名が不足したの

で福祉部会の皆さん

に応援していただき

ました。  

正月3が日の混雑を避けて、1月11

日（木）にケアポートの3名と、真愛

ホームの５名の８名が、翌12日（金） 

は真愛ホームの５名に分けて参拝で

す。3が日の混雑は嘘のように静かで、

この日は幸いにして冬としては比較 

  的暖かく、入所者の 

方々もほっとした様 

子が伺え、和気あい 

あいのうちに参拝が

出来ました。 

        なかでも中央区会

の元田弘忠、岡尾昌子

両氏には当日、午前中

は真愛ホームで入浴

ケアーに携わり、午後

には初詣のボランテ 

ィアと、場所を移動しての活躍ぶり 

に、深く感謝しています。 

またボランティアに参加いただい 

た皆さん方、本当に有難うございまし

た。 

 

 

創立90周年記念の 
お祝い会に招かれて 
音５- 東 藤井 潤子 

 大正 7年創立という遊喜幼稚園の

「創立 90周年記念お祝い会」が昨年

12月9日に開催されました。私たち食

育ボランティアグループも招かれ、指

導者の冨永征児さん（園芸7期）ら８

名が１００名近い来賓の末席を汚し

ました。 

 ９０年の歩みのスライドの中にグ

ループ わ として、園児と一緒の活動

状況も撮られていました。食育ボラン

ティアもやがて２年になりますが、園

児たちの成長振りはすばらしく、当日

は可愛い楽器演奏を披露してくれま

した。住吉中学校の吹奏楽演奏（全国

一に輝く）もあり、出席者の皆さまを

とっても楽しませてくれました。 

  

 

 

 

 

 

 

これからも子どもたちと食育ボラ

ンティアを通じて関わり、１００周年

記念の会に招かれるよう頑張れたら

いいのにと思っております。先日、大

根の収穫に行ったところ、お祝いに持

参した籠盛りのお花が、１ヶ月以上も

経っているのに少し手入れして、まだ

玄関に飾ってあったのにはまたまた

感激でした。山本園長先生の自然の生

物を大事にするというお心が偲ばれ

たことでした。 

 

｢希望のステージ｣のご案内 
日 時 平成19年2月2日（金） 

（開場 18:00） 終演 20:00 

場 所 神戸文化ホール・中ホール 

入場無料   （要入場整理券） 

出演団体 

混声合唱団コーロKSC     

神戸市立千鳥が丘小学校合唱部 

親和中学・女子高コーラス部  

兵庫県立神戸高等学校合唱部 

曲目 「神戸エアポート」ほか 

 

 
 

大忙しの初詣ボランティア 
国９- 中 五味 正昭 

 

 

 車椅子介助で湊川神社に初詣のケアポート神戸の皆さん 

グループ紹介 ⑦ 

 
国５- 岡田 京子 

 絵手紙クラブを立ち上げるきっか
けは、平成１４年に須磨区のボランテ

ィアセンターからグループ わ の須

磨区会代表者に「区内の老健施設で絵

手紙のボランティアをしてほしい」と

の依頼があったのです。 

さっそく私 

に相談があり 

楽画クラブに 

所属している 

女性４名を誘 

って、クラブ 

を立ち上げて 

活動をはじめ 

たのです。 

 最初は６０ 

歳から９０歳 

までのお年寄りで、ある程度絵を描か

れる人を対象に始めたのです。まった

く初めての方からは「絵なんか描けな

い」「興味がない」など取りつくこと

も出来ない状態でした。そこで車椅子

や手の不自由な方など色々な介助の

中で、描かれるよう教えて差し上げた

のでした。 

 途中、戸惑いもありました。回を重

ねるごとにハガキの中の小さな世界

ですが、描く心で大きな世界が広がり

ます。個性的で世界に１枚の絵、そ 

れはそれは感動が湧いてきます。いま

では出来上が

った作品で、

笑顔も見られ

ます。それで

心が和み、お

話もはずんで

絵手紙の日が

待ち遠しいと

喜んでいただ

いています。 

           最初は１カ 

所の施設の活動でしたが、現在は６ヵ

所を訪問するまでに広がりをみせて

います。 

お年寄りに絵手紙の手解きをするクラブの皆さん 

遊喜幼稚園の 90 周年式典での記念撮影 
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神戸国際観光コンベンション協会

から「国際会議に同伴されるご家族の

人たちを日本の伝統文化で歓迎した

いので協力願いたい」と、グループ わ 

に要請がありました。この国際会議

は、昨年11月11日～15日、神戸国際

会議場で開かれた第3回国際成長ホル

モン・成長因子学術会議です。世界各

国からの出席者に同伴された家族を

おもてなししようというものです。 

同コンベンション協会から日本伝

統文化のうち外国人に喜ばれるもの

として茶道、いけ花、折り紙をお願い

したいとの申し入れでした。 

初日の 12日は茶道で、会議室に立

札棚、傘で飾りつけて、にわか造りの

お茶室に変身させました。通訳を通し

て、外国の人たちにお点前を体験して

頂きました。 

二日目は折り紙で、会議室の中央に

は折り紙で作ったお雛様を、テーブル

には鶴や風船、紅葉などがいっぱいに

飾られていました。折り方を印刷した

紙を配って、ツルや風船を折って頂き

ましたが、見事な出来栄えに感心して

いました。 

 三日目はいけ花で、バケツに入った

色々な切花を、ご婦人たちに選んで頂

き、先生たちの指導で幾つものいけ花

を生けられていました。 

 国際部会の通訳の方も先生方の思

いをしっかりと伝えて頂き、ご婦人た

ちからも喜ばれていました。文化部会

の先生方の着物姿も素晴らしく、日本

のよき伝統をご披露できたと思いま

す。皆さまお疲れ様でした。 

日本の伝統文化の素晴らしさに感動 
国際会議同伴の外国人たちに国際・文化部員が手解き 

理事 － 東本 敦子 

三日間の日程

を無事に終了、コ

ンベンション協

会から「参加者に

は大変喜んで頂

きました。今後、

国際会議の際に

は是非、グループ 

わ にお願いした

い」とお褒めの言

葉を頂きました。 

 

お点前体験に喜ぶ外国人 
福７- 文 小原 早春 

午前7時からにわか造りのお茶室と

お水屋を配置して、お茶会を始めまし

た。通訳の方の力添えで、お点前と半

東の話を熱心に聞いてくださり、ドア

ーの開いたまま廊下のざわめきが聞

こえる中とはいえ、それなりのお茶室

の雰囲気をつかんで頂いたと自負し

ています。外部を遮断したお茶室なら

もっとよかったのでは。とにかく余っ

た時間をお点前の体験にまわして喜

んで頂きました。着物姿で彩りを添え

て、心からのおもてなしを致しまし

た。日本文化の一端を覗いて頂けたの

ではないでしょうか。 

折り紙のツルに満足顔 
美１- 文 伊藤 公子 

 初めての体験でしたが、通訳の方が

付いて下さるとの事でお引き受けし

ました。当日は京都見物にお出かけの

方が多かったとかで、参加された方が

少なく万端の準備も拍子抜けでした。 

 でも参加下さった方には、マンツー

マンのご指導が出来て満足頂けたよ

うでした。10歳位のお子さんがツルを

折りたいと、きっちりと折り上げて満

足そうでした。また折り染め紙で折っ

た風船を大事そうにお持ち帰りにな

りました。通訳の方の見事な会話に支

えられ和やかな講習会でした。 

生け花文化の紹介を終えて 
国11 - 文 福井 恵子 

 少々荷が重いかなと思いながらも

沢山の善意に支えて頂き、私の心に残

るひと時を与えられて感謝しており 

ます。何が喜ばれるのだろうか、花は

何を使うか等かなり迷いました。 

やはり五百年もの永い間続いてい

る「和」の精神を見て頂く事にして作

品を作りました。デモンストレーショ

ンでは自然環境や植物に、人間の生き

様を写し現在、過去、未来などの空間

ドラマを花で伝えたことが、良かった

か悪かったか。体験では日本的感覚の

花を選んで楽しまれました。通訳の皆

さん有難うございました。自分で伝え

ることができたらいいなー。 

日本文化講座を通訳して 
国７- 国 相馬 博 

この講座の通訳を三日間通して担

当した。茶道紹介には二年前に通訳を

したことがあるので、特殊な用語を復

習して臨んだ。会議室に設けられた椅

子に座って行う立礼（りゅうれい）で

あったが、参加者も多く茶室とは異な

る賑やかなものになった。折り紙の紹

介では“折る”という単語と作品の鶴、

雛人形、兜などの単語以外は通常の言

葉での説明が主になった。皆さん非常

に熱心で、先生の指導の下、器用に作

ることが出来大変喜んでもらえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生け花の紹介も初めての経験であっ

た。花を生けることはどこの国でもお

こなわれているが、日本の生け花への

関心は高く大勢参加して下さった。

夫々用意された花を取って先ず自分

で生け、それに先生が手を加えること

によって見違えるように綺麗になっ

たので、驚きと感動に目を輝かせてい

た。特に真・副・体（shin・soe・tai）

の基本を学び、国に帰ってやってみよ

うとの声が聞かれた。 

 以上三つの紹介に用語、挿絵の入

った分かり易い英文のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄが用意

されていたので説明し易く、和やかな

雰囲気の中で皆さん満足をして帰ら

れたことは幸いであった。 

にわか造りの茶室でお点前を披露する茶道部々員 

 
思い思いに花を生けるご婦人たち 



（１２）                情報ぎゃらりー 第３７号                雑感       

 

ボランティアのすすめ 
気負わず気軽に出来る事から 

    美３－兵 井内 宇一 
 辞書によるとボランティア活動と

は「自発的に社会福祉活動を行なうこ

と」と定義されていますが、私は専ら

自分の為に活動しています。 

 米寿（88歳）を過ぎて体力的にも

ハイキングや山登りも無理で、ただぼ

んやりと炬燵の守でテレビばかり見

ていると、足腰は弱ってくるし認知症

が進んでくるのがわかります。大した

蓄えもない年金暮らしの身では金の

かかる趣味も旅行もままなりません。 

 私は兵庫パンジーの会に所属して、

毎月の例会に出て各方面からのボラ

ンティア要請の中から自分ができる

事があれば努めて参加するようにし

ています。木工グループのほか、週

1,2回ボランティア活動をしていま

す。おかげで退屈もせず、適当に運動

も出来て現在も大きな病気もせず、呆

け防止にもいくらか役立っているか

と思っています。 

 私のボランティアは専ら自分の健

康保持のためで、その結果、少しでも

社会のお役に立つことが出来、余生を

有意義に送れるのではないかと考え

ています。いままで知らなかった障害

者、児との交わりも出来て、晩年の人

生に大いにプラスしていると思いま

す。 

ボランティアを長く続けるには、

あまり気負わず気軽に自分の出来る

範囲のボランティア活動に参加され

る事をお勧めします。 

いじめ問題等の２４時間電話相談者を募る 

神戸市教育委員会では児童、生徒たちのいじめ、不登校、非行問題を未

然に防止するため、新しくこども家庭センターで、２４時間体制の電話相

談を行うことになりました。 

この相談は３６５日、１日も休まず相談に応じる事になっています。す

でに同センターで「こども虐待・非行問題」の夜間、休日の電話相談で実

績のあるグループ わ に依頼があったものです。委託される業務の内容

は、現在の電話相談とほとんど同じ勤務で、平日は 17：00から翌朝 9：

00まで（１６時間 ）休日は9：00から翌朝9：00まで（２４時間）です。 

 一般相談者から電話が入ると窓口業務として、初期対応のあと、緊急の

用件の場合は、担当の臨床心理士に電話を転送する業務です。 

グループ わ では広く会員から希望者を募りますが、現在の電話相談は

約３０名が月１回程度の勤務となっています。希望者はグループ わ 事務

局（TEL７４３－８１０１番）まで申し込んでください。 

 
 グループ わ が誕生して、今年で 

１０年を迎えます。筆者は、シルバー

カレッジの１０周年記念誌を担当し

た縁からか、このたびグループ わ の

１０周年記念誌の編集に携わる事に

なりました。 

 この種の記念誌は会社なり、団体の

歴史書で、大会社などはそれなりの記

録が残されているが、グループ わ に

は残念ながらこうした資料は少ない。

ことに わ がスタートしたのは、阪神

大震災直後の事で、会員の皆さんは被

災者の救援ボランティアに追われて

いたときで、写真や資料が少ないのも

うなずけます。記念誌にはこうした貴

重な体験や写真が必要なのです。 

 シルバーカレッジの記念誌でも震

災の時、しあわせの村が陸上自衛隊の

救援物資の中継基地だったので、しあ

わせの村や神戸市役所広報課に問い

合わせたが、１枚の写真もなかった。 

 陸上自衛隊伊丹駐屯地（中部方面総

監部）にお願いすると、その部隊は広

島に所在する部隊とのことで２,３度

連絡してやっとの事で、貴重な写真が

確保できました。 

 震災当時、シルバーカレッジの在校

生が、しあわせの村に建設された被災

者住宅を訪問して、救援物資はもちろ

ん新聞を発行して、被災者を励まされ

たと聞いています。今回の記念誌でも

こうしたボランティアの活動ぶりの

手記や写真を掲載したいと思ってい

ます。創立当時の会員の皆さん是非、

こうした資料の提供とご協力をお願

いします。      （ Ｊ．Ｎ ） 

第2回各区対抗ふれあい 

グラウンドゴルフ大会開催について 

 

ことしもグループ わ の活性化と、地域の交流と会員同士の親睦を深

める「第2回ふれあいグラウンドゴルフ大会」を開催します。 

 昨年の第1回大会では予告期間が短かったので、５区会から13チーム、

本部から1チームの参加でした。垂水区会が２月に代表選手選考を兼ね

て親睦グラウンドゴルフ会を開いたり、北区会も昨年末に親睦グラウン

ドゴルフ会を開催するなど盛り上がりを見せています。 

第２回大会の開催予定は下記の通りです。 

記 

 開催日  平成１９年４月１０日（１ヶ月前予約で確定出来ない） 

 開催場所 しあわせの村球技場（たんぽぽの家の西側） 

 競技方法 現在、ニュースポーツクラブで検討しています。 

       

こうべ環境未来館 

コーディネーター募集 
グループ わ は、こうべ環境未来館

の企画運営の業務を神戸市より委託

を受け、平成 16年度より会員の皆さ

んが力を合わせて取り組んでいます。

皆さんの活躍は、関係方面の方々から

評価をいただけるようになりました。

１９年度を迎えるに当たって、清新な

人材のコーディネーターを若干名募

集します。 

応募していただく条件のアウトラ

インは①グループ わ の会員である

こと。②健康であること③環境問題関

係に関心があること④コーディネー

ターの仕事を第一義的に取り組んで

いただけること⑤協調性があること

ー等です。 

締切り2月末。詳しくは、グループ

わ 本部までお問い合わせ下さい。  

TEL078-743-8101 


